


no 52／FWN258
サント=ヴィクトワール山 
La Montagne Sainte-Victoire 
1888-90　65×81cm　個人蔵、シアトル

no 53／FWN265
サント=ヴィクトワール山と 
ヴァルクロ丘陵の陸橋  
La Montagne Sainte-Victoire et viaduc du côté de Valcros 
1898-1900　91×72cm 
プーシキン美術館、モスクワ

no 54／FWN273〔96頁〕
サント=ヴィクトワール山 
La Montagne Sainte-Victoire 
1890頃　65×95.2cm　オルセー美術館、パリ

no 43／FWN184〔90頁〕
モンブリアンから見たサント= 
ヴィクトワール山  
La Montagne Sainte-Victoire vue de Montbriand 
1882頃　48×59cm 
個人蔵、アルゼンチン

no 44／FWN185〔91頁〕
モンブリアンから見たサント=ヴィクトワール山 
La Montagne Sainte-Victoire vue de Montbriand  
1882-85　65.4×81.6cm 
メトロポリタン美術館、ニューヨーク

no 45／FWN216〔87頁〕
ジャス・ド・ブッファンのマロニエ並木、冬 
Les Marronniers du Jas de Bouffan en hiver  
1885-86頃　71.1×90.2cm 
ミネアポリス美術館

no 55／FWN295
レ・ザンフェルネから見たサント=ヴィクトワール山  
La Montagne Sainte-Victoire vue des Infernets 
1897-98頃　81×100.5cm　 
エルミタージュ美術館、サンクトペテルブルク

no 56／FWN296〔97頁〕
サント=ヴィクトワール山　 
La Montagne Sainte-Victoire 
1892-95　73×92cm 
バーンズ財団美術館、フィラデルフィア

no 57／FWN297
ガルダンヌから見たサント=ヴィクトワール山  
La Montagne Sainte-Victoire vue de Gardanne 
1892-95　73×92cm　横浜美術館、神奈川

no 46／FWN226〔100頁〕
パヤネの集落、ガルダンヌ近郊  
Hameau à Payennet près de Gardanne 
1886-90　62.5×91cm　 
ホワイトハウス・コレクション、ワシントン

no 47／FWN227〔101頁〕
サント=ヴィクトワール山と家、ガルダンヌ近郊  
Maison devant la Sainte-Victoire près de Gardanne 
1885頃　64.8×81.3cm 
インディアナポリス美術館

no 48／FWN228
メルイユのバイユー橋から見た 
サント=ヴィクトワール山  
La Montagne Sainte-Victoire vue du Pont de  
Bayeux à Meyreuil 
1887頃　67.2×91.3cm 
ナショナル・ギャラリー、ワシントン

no 58／FWN314〔102頁〕
サント=ヴィクトワール山　 
La Montagne Sainte-Victoire 
1897　73×91.5cm　ベルン美術館  
［グラネ美術館（エクス=アン=プロヴァンス）に寄託］

no 59／FWN315〔103頁〕
ビベミュスから見たサント=ヴィクトワール山 
La Montagne Sainte-Victoire vue de Bibémus 
1895-99頃　65.1×81.3cm　ボルチモア美術館

no 60／FWN348
サント=ヴィクトワール山　 
La Montagne Sainte-Victoire 
1890-95　55×65.4cm　 
スコットランド国立美術館、エディンバラ

no 49／FWN234〔94頁〕
大きな松のあるサント=ヴィクトワール山  
La Montagne Sainte-Victoire au grand pin 
1886-87　59.7×72.4cm　フィリップス・コレクション、ワシ
ントン

no 50／FWN235〔92-93頁〕
大きな松のあるサント=ヴィクトワール山 
La Montagne Sainte-Victoire au grand pin 
1887頃　66.8×92.3cm 
コートールド美術館、ロンドン

no 51／FWN257
サント=ヴィクトワール山  
La Montagne Sainte-Victoire 
1888頃　54×65cm 
アムステルダム市立美術館
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最後のアトリエの立つ丘で発見した新たな景観

レ・ローヴ LES LAUVES

no 65／FWN353
La Montagne Sainte-Victoire vue des Lauves 
1902-06頃   63.8×81.6cm   ネルソン=アトキンス美術館、カンザスシティ

レ・ローヴから見たサント=ヴィクトワール山 no 66／FWN354
La Montagne Sainte-Victoire vue des Lauves　1902-06　65×81cm　個人蔵

レ・ローヴから見たサント=ヴィクトワール山 

山を除くモティーフの形が簡略化され、
 流動する色彩が溢れ出す

　1899年のジャス・ド・ブッファンの売却後、
画家の終の住処となったのは、エクスのブール
ゴン通り23番地の住居であり、室内での絵画制
作はこの住居兼アトリエで行われることがほと
んどであった。エクスの北にあるレ・ローヴの
丘の中腹に、セザンヌが土地を購入したのは

1901年のことである。街の中心部から1.5 kmほ
ど離れたこの場所にアトリエが完成したのは翌
年のことであり、これは画家にとって独立した
自分だけのアトリエを構える初めての機会であ
ると同時に、ここがセザンヌの最後のアトリエ
となった。

　思い起こせば、ジャス・ド・ブッファンの屋
根裏部屋を改築したアトリエにある北向きの窓
から遠望することのできたこの丘のある地域が、
それまでに画家の戸外制作の対象となったこと
はない。土地の購入をきっかけとして近隣の散
策を始め、レ・ローヴの丘の上へとたどり着い
たセザンヌは、眼下に広がる平原とその向こう
側に、距離にして20 kmほど離れたサント=ヴ

ィクトワール山を遠望するまったく新たな景観
を発見し、1902年から1906年に亡くなるまでの
4年間に、9点の主要な油彩画とその関連作を
制作した。一連の作品においては、サント=ヴ
ィクトワール山を除くほとんどの形象が簡略化
されており、あたかも流動する色彩が溢れ出る
かのような描写が見られる。
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